







































































































































































































































































































































































































































データチェック エラー修正　　 短単位パンチ 機械チェック
長単位期τによる
見出し語チェック
2・磁気テ・・一一プのフォーマットは，形式を規順化し，全体を印字処理とデータ
　　処理関係の二種類に統一した。
　バッチ処理形式の場合，エラーデータ処理は別ファイルに分離され，周期を
ずらして処理されることが多く，更新は比較的周期の長いものとなる。しか
し，エラー処理は時問のかかる手作業の進行に合わせるため，任意の位置で修
正を行なえることが望ましいが普通，データの修正は，見出し語を照合する情
報として，エラ・・一　f一門のビットの変化や脱落をそのまま再現して入力しなけ
ればならず，作業能率の向上はあまり期待できない。
1の方法で処理を行なった場合，エラーデータは全てファイルの中にあり，正
しいデータと修正位置の指定によって置換，消篤いずれも修正は容易であり，
特にソート処理の後では，エラーーデータは一ヵ所に集まり処理しやすい。また
エラーの再投入によるデータの脱落を防ぎ，長単位と短単位の見出し語の一致
をとりやすく，付加情報の転写を完全に行なえる等の利点がある。
2については前述のとおり，処理を長単位処理と短単位処理の二段階に分けた
結果，エラーデータの種類が複雑になり繍々のエラー別のファイルの作成は，
無駄が多くなること，ファイルの追加，削除が1本のプログラムで任意の位置
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で行なえ，処理の割りこみ等，早急に対処できるなどの理由による。
図10は予想されるエラーの位置と種類である。
この短単位処理のアウトプットとして予定しているものは，次の五種の語彙表
である。
　1　活用形語彙表
　　　　各活用語について代表形（終止形）と度数を示し，変化形別の度数カ
　　　　ゥントを行なう。
　250音判更短単．・位二表
　　　　見出し語別に語種，品詞，活用コード及び出現度数を50音順に配列
　　　　したもの。
　3　度数1績短単位表
　　　　50音順の配列を度数ll質に：再分類したもの。
　4　語種贔詞別語彙表（種別表）
　　　　各見出し語ごとに度数，類内順位，類内使用率を示す。
　5　50音順用例表
　　　　見質し語の用例を仮名文字で示したもの。
皿　以上五種の語彙表については各々必要に応じて紙テープによる見出し語の
パンチを行ない，オフラインで漢テレ印字を行なう。また，見慮し語を見やす
くするため，LPにも仮名文宇で印字してある。
　以上が語彙調査の短単位処理についての概要である。この調査では，付加情報
としては日本語のスタティックな面だけにとどまり，意味的な面は調査の対象
からはずされていた。しかし，今後人間の行動を含め人間の持つ価値感と意味
の関係を明らかにし，モデルを構成する上に薪しいウエイトの導入をはかり，
言語のもつダイナミックな面の定式化への方向が必要となろう。また、三時に言
語情報処理に関する基礎的研究として，文法，音声，情報理論等広い範囲を持
った総合的な開発を行なっていかなければならない。この調査についての詳し
い結果は，今後の論文に明らかにされると思うが，この調査の資料がこれら各
方面の要求にたえられるものとなれば幸いである。
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